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地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
挑
戦
す
る
島

九
州
と
韓
国
の
間
、
福
岡
市
か
ら
高
速
船

で
約
一
時
間
の
好
立
地
に
あ
る
壱
岐
島
。
東

西
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
七
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
と
山
手
線
一
周
が
す
っ
ぽ
り
入
る
ほ

ど
の
広
さ
の
島
に
、
人
口
二
万
三
九
五
五
人

（
令
和
六
年
三
月
末
時
点
）
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

島
の
豊
か
な
自
然
に
支
え
ら
れ
、
一
次
産

業
を
起
点
に
観
光
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
産
業

が
循
環
し
な
が
ら
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
歴
史

的
に
も
国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る

原は
る

の
辻つ

じ

遺
跡
を
は
じ
め
、
古
来
よ
り
大
陸
と

の
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
交
流
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
新
し
い
文
化
と
し
て
定

着
し
、
時
代
の
変
化
に
適
応
し
な
が
ら
、
豊

か
な
暮
ら
し
が
継
承
さ
れ
て
き
た
島
で
す
。

一
方
、
毎
年
四
〇
〇
人
程
度
人
口
が
減
少

す
る
右
肩
下
が
り
の
状
況
で
と
超
高
齢
化
に

よ
る
経
済
・
社
会
の
衰
退
が
顕
在
化
し
て
き

て
い
ま
す
。
壱
岐
市
は
こ
の
状
況
に
危
機
感

を
抱
き
、
ま
だ
挑
戦
で
き
る
今
だ
か
ら
こ
そ

地
方
創
生
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
八

年
第
一
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
及
び
自
治
体

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、

全
国
離
島
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
モ
デ
ル
を
目
指

離
島
人
材
育
成
基
金
助
成
事
業　
令
和
5
年
度
事
例
報
告
③

壱
岐
市
に
お
け
る
島
外
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
島
内
高
校
生
育
成
モ
デ
ル
の
開
発
・
検
証

い
き
な
高
校
生
育
成
研
究
会

大
学
生
と
の
交
流
を
通
じ
た
未
来
の
人
材
育
成

�

い
き
な
高
校
生
育
成
研
究
会　

中
村�

勇
貴

団 

体 

名

事 

業 

名

し
地
方
創
生
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
積
極
的
に

挑
戦
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二

七
年
よ
り
「
対
話
型
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
ま
す
。
市
民
対
話
会
の
開
催
、
高
校
生

向
け
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
な
ど
を
展
開

し
、
市
民
の
ア
イ
デ
ア
を
政
策
に
取
り
込
ん

だ
り
、
市
民
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
生
と
大
学
生
の�

　
つ
な
が
り
を
醸
成
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前
述
し
た
「
対
話
型
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど

に
よ
り
高
校
生
と
島
内
外
の
企
業
や
事
業
者

と
の
交
流
の
機
会
が
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
、

島
内
に
大
学
が
無
い
た
め
、
大
学
生
や
若
手

社
会
人
世
代
が
極
端
に
少
な
い
現
状
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
高
校
生
が
、
大
学
生
の
学

び
や
学
生
生
活
に
触
れ
る
機
会
が
限
ら
れ
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
上
で
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
近
年
で
は
早
く
か
ら
大
学
進
学
を
視

野
に
入
れ
て
、
島
外
の
高
校
へ
進
学
す
る
中

学
生
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地

域
創
生
に
つ
い
て
専
門
的
に
学
ん
で
い
る
大

学
生
を
壱
岐
に
招
い
て
、
島
の
高
校
生
と
の

接
点
を
設
け
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
「
離
島
人
材
育

成
基
金
」
を
活
用
し
、
地
方
創
生
に
関
し
て

全
国
的
な
研
究
実
績
が
あ
り
、
壱
岐
市
の
関

係
企
業
と
も
交
流
の
あ
る
大
正
大
学
の
浦
崎

太
郎
教
授
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
大
学
生
と

島
内
高
校
生
の
接
点
を
一
定
期
間
、
継
続
的

に
確
保
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
成
長
を
促
す

モ
デ
ル
の
開
発
を
行
な
い
ま
し
た
。

大学生が来島し、高校生に進路などのアドバイスを行なった。
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本
事
業
で
は
、
関
係
人
口
の
創
出
に
関
す

る
実
習
や
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
大
正
大
学

の
学
生
二
名
に
、
長
崎
県
立
壱
岐
高
等
学
校

の
生
徒
が
取
り
組
む
総
合
的
な
探
究
の
時
間

に
お
け
る
探
究
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
学
生
に
は
、
令
和
五
年
九
月
と

六
年
二
月
の
二
回
、
合
計
一
〇
日
間
壱
岐
に

滞
在
し
て
い
た
だ
き
、
高
校
の
授
業
支
援
に

加
え
て
、
放
課
後
の
時
間
を
利
用
し
た
相
談

会
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
な
が
ら
、

大
学
生
と
の
交
流
を
希
望
す
る
生
徒
に
対
し

て
相
談
の
機
会
を
設
定
す
る
な
ど
、
半
年
に

渡
り
高
校
生
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
、
効
果

を
実
証
し
ま
し
た
。

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
高
校
の

授
業
や
大
学
生
の
都
合
な
ど
を
加
味
し
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、
大
学
生
が
長
期
滞
在
し

た
場
合
の
島
内
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
や
島
内

移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
直
面
し
、
解
決
策
を
模
索
す
る
中
で
知
見

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
慣
れ
て
い
な
い
高
校
生
は
、
当

初
躊
躇
し
て
し
ま
う
場
面
も
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
島
で
大
学
生
と
対
面
で
き
た
こ
と

を
機
に
、
そ
の
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

て
、
交
流
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
ね
ら
い
通
り
、
島
内
に
欠
け
て
い

る
大
学
生
と
の
接
点
を
持
ち
続
け
る
機
会
が

創
出
さ
れ
、
高
校
生
が
卒
業
後
に
島
外
へ
進

学
、
就
職
し
た
場
合
で
も
、
関
係
人
口
と
な

る
可
能
性
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
未
来
を
担
う
人
材
育
成
を
目
指
し
て

高
校
生
た
ち
が
正
解
の
な
い
問
い
に
向
き

合
う
探
究
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

失
敗
が
許
容
さ
れ
る
心
理
的
安
全
性
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
の
考
え
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う

な
学
習
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
生
徒
か
ら
の
相
談
を
受
け
る
メ
ン

タ
ー
（
指
導
者
）
と
同
時
に
、高
校
生
と
同
じ

目
線
で
耳
を
傾
け
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
よ
う

な
役
割
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
大

学
生
た
ち
に
そ
の
役
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、

高
校
二
ク
ラ
ス
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
が
、

今
後
、
全
生
徒
に
対
し
て
展
開
し
て
い
く
た

め
に
は
、
さ
ら
な
る
大
学
生
の
参
画
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
高
校
卒
業
生
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
化
し
て
い
く
よ
う
な
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
、
大
学
生
の

大学生が島外にいても、オンラインを活用して交流が可能。
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事務局より

　当事業に深く関わられた大正大学の浦崎太
郎教授が、去る令和6年11月23日にご逝去され
ました。ご冥福をお祈り申し上げます。

　周りの環境などにより子どもが受けられる体験
に差が生じることは、近年では「体験格差」とし
て認識されつつあります。離島には大学が無く身
近な存在ではない、というのも広義の体験格差
であり、高校生の進路選択に影響を及ぼしてい
るのではないでしょうか。当事業を通じて大学生
が近所のお兄さん・お姉さんのような身近な存在
として高校生をサポートし、相談に乗ることで、
地域への眼差しが変わったり、進学や就職を考
える際の選択肢も広がるように思います。「『総合
的な探究の時間』の中で、高校生自身が住んで
いる地域に対する興味関心が醸成された」との
報告もいただき、当事業の可能性を感じています。
　日本離島センターでは、オンラインで離島の
高校生同士を結び、大学生がサポートし島の魅
力や課題を掘り下げる「アイランダー高校生サミ
ット」にも取り組んでいます（詳細は本誌38ページ）。
関心のある方は是非お問い合わせください。

中
村 

勇
貴 

（
な
か
む
ら 

ゆ
う
き
）

い
き
な
高
校
生
育
成
研
究
会
。壱
岐
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
課
係

長
。壱
岐
島
生
ま
れ
、壱
岐
市
役
所
二
〇
年
目
。近
年
は
地
方

創
生
関
係
業
務
に
従
事
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
で
高
校
生
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
な
ど
に
携
わ
る
。市
民
対
話
会
や
企
業
連

携
な
ど
「
対
話
」と
「
共
創
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
奮
闘
中
。

研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
壱
岐
を
選
ん
で
も
ら

う
な
ど
、
学
生
が
関
係
人
口
と
し
て
地
域
に

関
わ
り
続
け
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
体
制
構
築
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
探
究
的
な
学
び
を
深
め
て
い
く
上

で
、
授
業
時
間
外
で
の
地
域
と
の
接
点
が
地

域
課
題
の
解
像
度
を
高
め
、
現
実
的
な
解
決

策
を
発
想
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
期
待
さ

れ
る
一
方
、
授
業
や
部
活
な
ど
で
多
忙
な
高

校
生
に
と
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
時
間
を
探
究

活
動
に
割
く
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
も

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い
壱
岐
市
で
は
、
市

民
対
話
会
や
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど
と
の

交
流
、
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
を
中
心
と
し
た
交

流
や
共
創
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
学
校
外
の
社

会
教
育
の
機
会
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
高
校

地
域
連
携
の
仕
組
み
を
構
築
・
強
化
し
て
い

く
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
伴
走
が

可
能
と
な
り
、
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に

つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若

い
世
代
の
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
地
域
創

生
の
実
現
も
目
指
し
ま
す
。

今
回
の
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
に
欠
け
て

い
る
人
的
リ
ソ
ー
ス
（
大
学
生
な
ど
）
と
の
交

流
か
ら
、
当
た
り
前
で
気
づ
き
に
く
く
な
っ

て
い
る
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
高
校
生

が
地
域
へ
の
愛
着
を
抱
き
な
が
ら
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
解
像
度
を
あ
げ
、
将
来
的
に
は
壱

岐
の
未
来
を
担
う
人
材
に
成
長
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
、改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。今

後
の
持
続
可
能
な
島
づ
く
り
に
積
極
的
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


